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はじめに 
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図１．平成 24年度の司書教諭の発令状況等 













いと定められているが、言い換えると 11 学級以下の学校には配置義務がないことになる。 
文部科学省の平成 24 年度「学校図書館の現状に関する調査」によると、全国の高等学校
の設置状況は、設置義務のある 12学級以上の学校で 95.9％、全体で 83.2％である。ただ























 なお、学校司書は、以前は制度上の業務や資格の定めがなかったものの、2014 年 6月 20 日






























の作成が 89.4％ 、必読書や推薦図書コーナーの設置が 85.5％と高い割合を示している。図
書館報や館内展示が、読書推進のための図書館活動として広く行なわれているとみてよいだ
ろう。  









校の司書教諭の設置率は平成 22 年で 3.3％とかなり低い数字を示している。全国の数値




 図書館担当職員も平成 22 年で 13.7％しかおらず、全国の 73.3％に比べ、大変少ない割合
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北海道の図書専門部については 1979 年より全道高等学校図書委員研究会が発足し、1983 年
に北海道高文連へ加盟した。目的は図書委員（図書局員）の資質の向上をはかることである。
全道大会や支部大会を運営しており、毎年秋に道内高等学校の図書局員（委員）を対象にし
た全道高等学校図書研究大会では主管をつとめる。2012 年度の全道大会参加校は 106 校であ
り、道内の全日制高等学校が 247 校であることを考えると、少なくはない数の学校が参加し





編、2014 年 2月発行)をもとに、2012 年 10 月 4日、5日に開催された全道高等学校図書研究
大会（以下、全道大会）の様子を探る。 



































を対象ivにアンケート用紙を郵送し、返送してもらう形式をとった。2013 年 7 月下旬に対象
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図書局員の平均人数は 11.5 名だった。ただし、最小１名、最大 34 名と人数に著しい差が
見られた。 
 図書委員の任期は、「一定の期間」が 97.7％vと非常に高い割合を示した。任期は 1年単
位が 64.2％、学期単位が 30.9％、半年単位が 2.3％だった。本調査では、図書委員会は主
に一定の期間で任命され、任期は１年という傾向が最も多いことがわかった。 
活動時間帯については、図書局は、「朝（授業開始前）」が 8.6％、「昼休み」が 79.9％、




みは棚卸しで毎日活動」との記入があった。長期休暇中は平均 7.1 日vi、最小 2日、最大 10
日だった。 
図書委員会は、「朝（授業開始前）」が 0％、「昼休み」が 67.4％、「放課後」が 41.8％、
「特定の日」が 9.3％、「長期休暇中」が 0％だった。「その他」には、「必要に応じて（2校）」、
「活動していない」、「委員会の時のみ、学級文庫の配布保管など」、「書館報配布時のみ、






 活動への参加の仕方は、図書局では、「当番制」が 62.3％、「全員参加制」が 27.3％、「自
由参加制」が 24.2％、「その他」が 4.5％だった。「当番制」での一週間あたりの参加回数
は平均 1.88 回viiであった。図書委員会では、「当番制」が 74.4％、「全員参加制」が 16.3％、
「自由参加制」4.7％、「その他」が 7.0％だった。「当番制」での一週間あたりの参加回数
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開放時間帯ixは「常時開放」が 16.8％、「朝（授業開始前）」が 23.3％、「中休み」が 18.1％、





蔵書数は平均 20206 冊、最小 1500 冊、最大 74000 冊、標準偏差 10994 冊であった。平均
は約 2万冊であったが、標準偏差が約 1万 1千冊であることから、実際の蔵書数は 1万冊
前後の図書館が多いことが予測できる。また、北海道の高等学校はその地域によって生徒
数に大きな違いがあるため、生徒一人当たりの蔵書数、年間貸出数の数値を算出したx。一
人当たりの蔵書数は平均値が 34.3 冊、標準偏差が 20.8 冊、最小値が 2.1 冊、最大値が 121.1
冊であった。年間貸出数は平均値が 2.0 冊、標準偏差が 1.5 冊、最小値が 0.1 冊、最大値
が 6.7 冊であった。一日の利用者数については、生徒数に占めるその割合を算出すること
としたxi。つまり、一日の利用者数の割合を、当該学校の全校生徒数の何％が利用している
かを％で示した。平均値が 3.6％、標準偏差が 3.0％、最小値が 0.5％、最大値が 15.5％で
あった。 










のうち、司書資格の有無は「あり」が 39.5％、「なし」は 58.1％であった。 
顧問については、教諭は「1 人」が 48.7％、「2人」が 36.8％、「3人」が 13.2％、「4人」

























を持つ顧問がいる学校は 61.5％（13 校中 8校）と全体より若干高かった。教諭以外の図書
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てはまらないの 4段階から選択する形式をとった。 
 1 点目の「本が好きだから」は、あてあまるが 64.4％、ややあてはまるが 28.3％、やや
あてはまらないが 2.2％、あてはまらないが 2.2％であった。2点目の「図書館が好きだか




あてあまるが 17.4％、ややあてはまるが 15.2％、ややあてはまらないが 19.6％、あてはま
らないが 47.8％であった。5 点目の「将来、司書など本に関わる職業に就きたいからxiv」 




















 結果は「蔵書に関する活動」が 45.2％、「図書館報作成」が 23.8％、「館内活動」が 7.1％、






























《この高校の概要；札幌市内の進学校で開校から 60 年以上。一学年 8クラスと生徒数も多
い。図書局は、前述の「図書館報コンクール」で最優秀賞を受賞している回数が最も多い
高校である。》 
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i「図書局」で論文検索すると 7件該当があるが、いずれも生徒・児童の活動としての意味
合いをもたない（最終アクセス日 2015 年 1月 31 日） 
ii「高等学校文化連盟」の略称 
iii 正式名称は「公益社団法人全国高等学校文化連盟」 
iv 対象校は 2012 年度の「第 34回全道高等学校図書研究大会」参加校（106 校）と、未参加
の地区の全日制高等学校から選出 
v 実数は 1年 27 校、学期 13 校、その他（「半年」と記入）1校 
vi 該当校の活動日数の合計÷該当校数（16 校）で算出 
vii 一週間の参加周期の合計（79）÷回答校数（42校）で算出 













xv 重複している高校があるため、以下の割合は 1校あたりで算出、該当校÷高校数（22校） 
xvi 各自の値では 0％の活動もあったものの、該当校では全体の活動として実際に行なって
いた 
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xviii 2013 年 7月 6日 B高等学校、同月 13日 A高等学校それぞれの学校祭を視察 
xix 2013 年 9月 14 日 C 高等学校の図書館講座を視察 
xx 平成 15 年実施の経済協力開発機構（OECD）の PISA 調査結果では、全体では国際的に上
位であったものの読解力の低い層の生徒の割合の増加や記述式問題に課題があることなど
が指摘された。平成 18年の PISA 調査結果では、読解力は平成 15年の調査結果と同程度で
あったこと、数学的リテラシーの平均得点が低下したこと、科学への興味・関心や楽しさ













３）図書館用語辞典編集委員会編『最新 図書館用語大辞典』柏書房株式会社、2004 年 
４）北海道高等学校文化連盟図書専門部[ほか]編「第 34 回全道高等学校図書研究大会開催
要項」、2014 年 2 月  





９）「平成 24年度『学校図書館の現状に関する調査』結果について」、文部科学省、2013 年 
１０）「子どもの読書推進プログラム」北海道教育委員会、2012 年 
１１）「北海道新聞」夕刊、北海道新聞社、カルチャープラス面「本をめぐるキャッチボー
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１６）北海道学校図書館協会 http://sla.gr.jp/~hokkaido-sla/ 
１７）日本図書館協会 http://www.jla.or.jp/ 
１８）公益社団法人全国高等学校文化連盟 http://www.kobunren.or.jp/ 
１９）北海道教育委員会のホームページ 
http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/index.htm 
２０）「参議院議案情報 学校図書館法の一部を改正する法律案」：参議院
http://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/gian/186/meisai/m18605186033.htm 
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